
2020年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL21220A08）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ベリーズ G131 空手道 20～45
歳のみ 個別 新規 2年 ・2020/2 ・2020/3 ・

2021/1

  

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育・科学技術・文化・青年・スポーツ省

2）配属機関名（日本語）

ベリーズ空手連盟
NGO

3）任地（ ベルモパン市 ） JICA事務所の所在地（ ベリーズシティ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 1.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

ベリーズ空手連盟は1990年に設立され、ベルモパン市とサンイグナシオ町に道場があり、両道場を合わせて約100名の
生徒が在籍している。ベリーズ空手連盟は、松濤館流空手の技術向上や普及だけでなく、空手道の精神を学ぶことを通
じた青少年の健全育成を目指している。生徒の年齢は5歳から60歳であるが、約8割が15歳未満の児童で、ベルモパン市
の道場では週に3回、サンイグナシオ町の道場では週に2回の練習が行われている。年間予算は約50万円(海外遠征費)で、
海外からの援助は無く、隊員派遣も今回が初めてとなる。

【要請概要】
1）要請理由・背景

ベリーズ国内には複数の空手団体が存在するが、ベリーズ空手連盟のみがベリーズオリンピック委員会の承認を受けて
おり、国際大会への選手派遣を行っている。空手の技術向上とさらなる普及のため特に10歳から18歳の選手強化に力を
入れているが、経済的な理由もあり2004年以降は海外からの技術指導を受けられていない。ベリーズでは若年層の非行
や犯罪などが社会問題となっているが、ベリーズ空手連盟は、空手を通じた青年の健全育成を理念に掲げており、協力
隊員による技術向上への支援だけでなく、日本人の持つ、躾や規律、道徳的な考え方などの特性が共有されることへの
期待も高い。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.週にベルモパン道場で3回、サンイグナシオ道場で2回の指導を行う。特に空手の形の指導に力を入れている。
2.国際大会へ出場する選手向けの練習プログラムの作成。
3.教育機関の訪問や国内で実施されているイベント等で空手の紹介と普及を目的とした活動を実施する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

ベルモパン市とサンイグナシオ町にある道場

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:館長は松濤館空手3段、男性、50歳。

活動対象者:生徒は5歳から60歳まで約100名、約8割が15歳以下の生徒、男女比は男6:女4。

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL21220A08_1.jpg?t=1583167667
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL21220A08_2.jpg?t=1583167667
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL21220A08_3.jpg?t=1583167667


5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

英語

7）選考指定言語

英語(レベル:C)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（空手道三段）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（指導経験）2年以上　備考：ナショナルチーム
を指導するため

[参考情報]：

　・自由組手と型の指導ができること

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯モンスーン気候）　気温：（25～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水源]：（安定）

【特記事項】

【類似職種】
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